
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  青少年教育センター だより 
〒857-0056 佐世保市平瀬町 3 番地１ Tel 22-0781 

 

 
新 年 度 の ご 挨 拶 

 

 

所長  川 口  貴 晴 
 
 

昨年度に引き続き、令和５年度も青少年教育センター所長を務めさせていただきます川口

貴晴です。これまで同様、今年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
昨年度はサッカーワールドカップカタール大会、野球のＷＢＣ、冬季オリンピック、井上

尚弥選手のボクシング四団体統一など、日本中に驚きと感動、そして元気や勇気を与えるス

ポーツイベントが目白押しでした。中でも、サッカーのドイツ戦、スペイン戦での勝利やＷ

ＢＣでの大谷選手をはじめとした超一流の選手たちのドラマチックな大活躍を目の当たり

にした子どもたちは、目を輝かせ、「ひょっとしたら自分も！」などと夢や憧れ・志を新た

にしたのではないかと思います。かくいう大人である私自身が、改めて「夢・憧れ・志」を

思い直し、日々の仕事に「夢」をもって邁進していこうと決意を新たにしました。 
 
さて、当センターは、悩みや課題を抱える青少年や保護者のために、〔教育相談〕、〔学校

適応指導教室「あすなろ教室」〕、〔補導業務〕、〔環境浄化活動〕の４つの業務を行っていま

す。めまぐるしく変化し続け、未来を予測できないと言われる社会の中で、青少年の生活様

式や保護者の考え方・価値観も大きく変容してきました。そのような中で、青少年や保護者

を支援する機関には、彼らが抱える複雑化・多様化・困難化してきた課題に対して、迅速か

つ適切に対応・支援をしていくことが強く求められています。 

当センターも青少年の社会的自立や学校復帰をめざし、一人一人の課題に対して可能な限

り迅速かつ丁寧に対応し、さらに伴走型で継続的に関わることで、一人でも多くの青少年や

保護者の力になれるよう努力をしてまいります。 
 
〔教育相談〕については、来所、訪問、電話、メール、スクールソーシャルワーカー派遣

による相談を行っております。特に、スクールソーシャルワーカー派遣事業につきましては、

担当校を巡回するアウトリーチ型（訪問支援型）を積極的に採用し、令和４年度の相談実件

数（人数）が１,８００件を超え、５年前の３倍超となっています。やはり、急速な社会の

変化に伴うように、教育と福祉の両面からの手厚い支援が求められていると実感していま

す。今後もアウトリーチ型相談体制を一層推進し、一人一人の児童生徒や保護者・学校の声

に耳を傾け、それぞれの抱える困り感や課題と真摯に向き合い、児童生徒や保護者・学校に

寄り添う支援をさらに充実してまいります。 
 
〔学校適応指導教室「あすなろ教室」〕では、学校や各関係機関・団体と密接に連携を図

りながら、小集団における学習支援や「環境教育」「カヌー教室」「沢登り」「美術館見学」

「着付け教室」「調理実習」など、多くの体験学習等を通して、学びに向かう力はもちろん

のこと、ソーシャルスキル学習等を通してのコミュニケーション力等の向上を企図し、集団

生活への適応や学校復帰、社会的自立に向けた支援を積極的に行っております。５年前は６

２名だった通級児童生徒数が、令和４年度は１３２名になるなど大幅に増加しました。さら

には、令和４年度に「サテライトあすなろ教室」の開催回数・開催時間を共に拡充したこと

で、通級者数が延べ４４５名になるなど、児童生徒にとっての多様な学びの場を提供する 
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◇センター職員異動関係のお知らせ 

転入となりましたのでお知らせします。退職職員に対しましては、これまでご支援をい

ただき誠にありがとうございました。 

◇５月の地区別補導委員連絡協議会 

【退職】                                （敬称略） 

教育相談担当職員  前田 英穂 

スクールソーシャルワーカー    羽田 泰子    

岩佐 亜弓    

林田 可那子 
 
【転出】 

主査        吉永 充紀（佐世保市立広田中学校へ） 

主任主事      鴨川 咲良（佐世保市立図書館へ） 

技師        三宅 豊 （財務部資産経営課へ） 
 

【転入】 

主査         若杉 卓朗（佐世保市立大野中学校より） 

主事        藤﨑 美和（保健福祉部より） 

技師        山下 寛道（環境部より） 

教育相談担当職員   久保 克則（昨年度補導担当職員より配置転換） 

スクールソーシャルワーカー   朝長 明日香 

           磯本 夏樹 

           山田 綾美 

地区名 開催日 地区名 開催日 地区名 開催日 
早岐 １１日 清水 ９日 大野 ９日 
日宇 １１日 光海・愛宕 ８日 吉井・世知原 １１日（吉） 

福石・山澄 ９日 相浦 ９日 小佐々 １１日 
祗園 ９日 中里 ８日 江迎・鹿町 ９日 

ことができました。今後も児童生徒にとって「安心して学べる場」や「心の居場所」を提供

できるように、常に児童生徒ファーストの目線に立って、工夫改善を図ってまいります。 
 
〔補導業務〕については、市内１４地区の一般補導委員、各小中学校の補導担当職員の方々

の献身的な活動に支えられ、昨年度２月末データで、延べ１,０２６名の補導委員が市内を

巡回し、地域の子どもたちの事件・事故・非行等の未然防止となる『愛のひと声』補導活動

を行いました。今後も１４地区補導委員連絡会の活動の充実と補導委員の行動連携・情報連

携の強化に注力してまいります。 
 
〔環境浄化活動〕については、青少年を有害な環境から守るための当センター補導員によ

る各種店舗への立入調査や白ポストによる有害図書類等回収を定期的に行い、青少年を取り

巻く環境の浄化に継続的に努めてまいります。 
 
今年度も、複雑化、多様化、困難化する社会の中で、困り感や課題を抱える青少年や保護

者を、一人でも多く支援できるよう、当センター職員一丸となって、全身全霊を込めて職務

に邁進していく所存です。今後とも皆さまの当センター業務に対する多大なるご理解とご支

援、ご協力を心よりお願い申し上げ、新年度のご挨拶とさせていただきます。 

令和５年度もどうぞよろしくお願いいたします。 



 


